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その結果， 1 ケのカルボキシル末端ペプヂドと 35ケの酸性アミノ酸含有ペプチドを単離することができ
た。得られたペプチドの中でアミノ酸の結合順序の推定されるものは次のようなものである。
カルポキシル末端ペプチド: Val-Ser-Pro 










卵白アルブミンが Subtilisin によって板状結品である Plakalbumin になることは Ottesen らによって
すでに報告されている。ここでは卵白アルブミンの有機化学的構造の解明の」端として Subtilisin のかわ
りに Bacillus subtilis, N' から得られたプロテイナーゼ (BPN') を用いて未変性卵白アノレブミンの変化
代ついて研究を試みた。
未変性卵白アルブミンに 20 0C ， pH 6.3 で BPN' を 3 時間作用させると板状でない棒状の結品を得た。
そして乙の際， 10~ぢTCA 可溶部分に蛋白 1 モル当り 20 モルに相当するアミノ酸を含みアミノ酸組成は，
'Glu ,Asp2 ,GlY2 ,Ser2 ,Ala4 , Thrl ,Phel , Vals ,Leu or Ileu3 ， Lysl であるペプチドが遊離する。
しかし卵白アルブミン巾の糖の遊離は認められない。新しく生成される蛋白質の Nー末端アミノ酸は，
DNP 法により Thr 1 モル(蛋白質の分子量を43 ， 000 として) Cー末端アミノ酸は，ヒドラジン分解法と
カルポキシペプチダーゼ、法により Pro 1 モ lレ， Val1 モルである乙とが推定された。
これらの結果より，卵白アノレブミンは C- 末端基に Val-Ser-Pro をもった“ 6" 字型の構造をしてお




第 1 編は卵アルブミンの無水ヒドラジンによる部分分解で生ずる酸性ペプチドの研究，第 2編は細菌の
プロテイナーゼ (BPN') による未変性卵アノレブミンの部分分解に関するものである D









4) Seryl-glutamic Acid 










次に未変性の卵アルブミンに pH 6.3 , 20 0C で細菌.プロテイナーゼ (BPN') を 3 時間作用せしめるこ
とによって一種の新しい結品性蛋白質を得た。
この蛋白質は，かつて Linderstr中m-Lang 及び Ottesen 等によって得られたプラクアルブミンとは種;
々の性質において異っているので，乙れを仮りにHーアノレブミンと命名した。卵アルブミンより Hーアノレ
ブミンの生成に際しては20残誌のアミノ酸が 3 種のポリペプチドとして遊離するが，その全組成は










卵ア山亡」コー川-Prw (0 H) 
H- アルブミン ( )~ Va1-SQJl-"PlLo(OH) 
以上春名君の研究は蛋白質化学上の極めて困難な問題について純化学的並びに酵素化学的の両方面より
根気強い研究を行い，卵アルブミンの構造及び生化学的性質に関する重要な知見を加えたものである。故
に春名君は理学博士の学イ立を授与されるに一十分な資格を有するものと認める。
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